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　日頃から理容室になかなか行けない方の自宅に専門職のボランティアが出

向いて整髪を行い、旧正月を楽しく迎えてほしいと２月４日、理容ボラン

ティアが行われました。（主催八重瀬町社会福祉協議会）今回理容ボランティ

ア員を引き受けてくれたのはファイブ理容室の伊福洋さんと伊福江美子さん

です。２人は理容業務を始めてから４０年近く

経つといいます。理容ボランティアの参加は

具志頭村時代から数えると１３年近くになりま

す。２人は「髪を切りたくても障害などの理

由で理容室に行けない人にとって出向いてい

くことは大切なことです」と理容ボランティ

アの必要性について話しました。

ま
ち
の

ま
ち 
の

話

題

話　
 
題

～旧正月を楽しく迎えてほしい～理容ボランティア

社
会
福
祉
関
係
者

「
新
年
の
集
い
」

　

社
会
福
祉
関
係
者
に
よ
る

「
新
年
の
集
い
」
が
１
月　
２５

日
、
具
志
頭
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
民
生
委
員
さ

ん
や
区
長
さ
ん
、
町
老
人
連

合
会
な
ど
の
関
係
者
約　

名
８０

が
参
加
し
ま
し
た
。
社
会
福

祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

社
会
福
祉
施
策
に
対
し
て
相

互
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
名
刺
交
換
会
や

余
興
な
ど
も
行
わ
れ
関
係
者

同
士
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

地域のごみ拾いボランティア

　社会福祉協議会の赤い羽根募金からの

助成金を活用し、具志頭児童館では１２月

１日地域のごみ拾いボランティアを行い

ました。具志頭児童館の児童３４名と保護

者５名、向陽高校からは５名が参加しま

した。ごみ拾いの後には、もえるごみと

もえないごみなどに分別作業も行われ児

童たちにとっては環境について考える機

会にもなりました。また、ごみ拾いが終

わってからは、小学６年生と職員、保護者

で協力してつくったカレーを食べ有意義

な一日となりました。

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
研
修
会

　

単
身
高
齢
者
世
帯
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
年
々
増
加
す
る
中
、
地
域
か

ら
孤
立
し
た
状
態
で
死
亡
す
る
高
齢
者
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
研
修
会
（
主
催
：
社
会
福
祉
協
議
会
、

八
重
瀬
町
）
が
２
月
６
日
、
社
会
福
祉
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
安
心
、
安
全
を
守
る
た
め
に

は
、
毎
日
の
配
達
や
検
針
等
日
々
の
業
務
の
中
で
、

高
齢
者
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
事
業
所
等
の
協
力
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
参
加
対
象
に
は
、
町

内
新
聞
販
売
店
や
町
内
ガ
ス
販
売
店
、
民
生
委
員
児

童
委
員
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
高
齢

者
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
速
や
か
に
対
応
で

き
る
シ
ス
テ
ム
（
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
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新城小学校４年生

インパチェンスを寄贈

　社会福祉協議会を気持ちよく訪問してほしい

と新城小学校（平良綾子校長）４年生の生徒５名

と與那嶺政秀先生、大城泉先生が１月２４日社会福

祉協議会にインパチェンスのプランター５つを

寄贈しました。一ヶ月前から清掃の時間や朝の

活動を通して育てたというインパチェンスは、白

や赤、紫色にきれいに咲き、観る人の目を楽しま

せています。平仲政喜君は、「草抜きや水かけ、

プランター

の移動など

が大変でし

たが、多く

の人に楽し

く見てもら

えたらうれ

しいです」

と話しまし

た。

伊元正一氏

県教育委員長就任

　字具志頭の伊元正一氏が１月４日に第３５第目

となる沖縄県教育委員会教育委員長に就任され

たことを受けて１月３１日、具志頭改善センター

で就任激励会が盛大に開催されました。関係者

約２００名が参加する中、神谷信吉議会議長と具

志頭退職教員退職者会の屋宜宣詳さんから激励

の挨拶がありました。伊元正一教育委員長から

は、「教育の仕事には、４つの教育方針を貫き

やってきた」とこれまでを振り返り「県教育委

員会教育委員長の責任の重さを感じながらもこ

れまでも方

針を変えず

にがんばっ

て い き た

い」とあい

さつがあり

ました。

　

「
自
ら
学
ぶ
・
心
豊
か
な
八
重

瀬
っ
子
の
育
成
〜
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
を
通
し
て
〜
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
平
成　

年
度
八
重

１９

瀬
町
学
力
向
上
対
策
実
践
発
表
会

が
１
月　

日
、
東
風
平
改
善
セ
ン

１９

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
発
表
会
で
は
、
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
む
こ
と
を
目
指
し
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
が
よ
り
一
体
と
な

り
、
自
ら
学
ぶ
、
心
豊
か
な
た
く

ま
し
い
八
重
瀬
っ
子
を
育
成
す
る

教
育
を
推
進
し
て
い
る
実
践
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
、
学
力
向
上
に
対
す
る
家
庭
・

学
校
、
地
域
の
連
携
の
必
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

八
重
瀬
町
学
力
向
上

対
策
実
践
発
表
会

第　

回
と
き
わ
苑

１２
本
島
縦
断
駅
伝
大
会

　

主
催
と
き
わ
苑
互
助
会
１
０
０
名
（
職

員
・
家
族
）
に
よ
る
本
島
縦
断
駅
伝
大
会

が
１
月　

日
行
わ
れ
ま
し
た
。「
お
年
寄

１３

り
と
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
、
飲
酒
運
転
撲
滅
」
の
思
い
を

タ
ス
キ
に
繋
ぎ
、
沖
縄
本
島
最
北
端
の
辺

戸
岬
か
ら
と
き
わ
苑
ま
で
約
１
３
０
�
の

長
い
道
の
り
を
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
走
破

し
ま
し
た
。
駅
伝
大
会
を
無
事
成
功
さ

せ
、
金
城
憲
保
理
事
長
は
「
毎
年
年
頭
に

開
催
さ
れ
、
今
年
で　

回
目
を
迎
え
職
員

１２

と
そ
の
家
族
が
目
標
を
ひ
と
つ
に
向
か
う

姿
勢
に
は
感
動
し
ま
す
」
と
感
想
を
話
し

ま
し
た
。

　

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
走
り
終
え
、

今
年
一
年

の
安
全
・

無
事
を
祈

願
し
な
が

ら
、
み
ん

な
の
日
焼

け
し
た
笑

顔
が
本
大

会
の
大
成

功
を
表
し

て
い
ま
し

た
。

右から澤田石良太君、平仲政喜君、大城椎奈
さん、瀬戸口日花里さん、諸見里真夏さん


